




要約:Brachmann-deLange 症候群の成因と自然歴を明らかにするための調査書を作成した。

調査書は家族歴、家系図、妊娠・出産歴、臨床所見、身体発育調査表から成り、実際に患

者を用いた予備調査で、本調査書を使用できることが判明した。今後、この調査書を用い

て全国の主要な施設の症例について、平成 7年度に実態調査を行なう予定である。将来的

には Brachmann-deLa ㎎ e 症候群の 1)成因、2)自然歴、3)臨床所見、4)合併症の有無、5)

重症例と軽症例の臨床的差異、6)遺伝性の有無などを明らかにすることにより、生涯にわ

たるトータルケアの在り方を検討する予定である。


